
上部工塗装塗替え工

ガードレール塗装塗替え工

笠木L=9.0m　ビームL=9.3m　支柱=6本

ガードレール撤去設置工

ビームL=11.2m　支柱=6本

笠木L=10.5m

ガードレール塗装塗替え工

上流側:笠木L=9.0m　ビームL=9.3m　支柱=6本
ガードレール塗装塗替え工

ガードレール撤去設置工 下流側:笠木L=10.5m

下流側:ビームL=11.2m　支柱=6本

ガードレール撤去設置工

ガードレール塗装塗替え工

ガードレール塗装塗替え工

上部工塗装塗替え工

A=10.8m2アスファルト舗装復旧工

A=11.9m2アスファルト舗装復旧工

A=8.9m2アスファルト舗装復旧工

A=9.2m2アスファルト舗装復旧工

再生密粒度As(13)　t=5cm

不陸整正(粒調砕石t=3cm)

密粒度As(13)　t=5cm

密粒度As(13)　t=5cm

再生密粒度As(13)　t=5cm

不陸整正(粒調砕石t=3cm)

L=11.1m

伸縮目地設置工

L=13.7m

伸縮目地設置工

621

435

426

381

1000

1000

1000

1000

袖ビーム復旧工

N=1箇所

ガードレール取付ボルト復旧工 下流側:N=8個

排水管補修工排水管補修工

注記 1)：各種修復においては、施工前に詳細調査を行い、施工位置・寸法を確認すること。

 　　　　施工位置・寸法が現状と不適合と判断される場合においては、別途監督員と協議をすること。

　　 2)：各種修復においては、既設鉄筋を切断しないようにすること。

C

C

D

D

A A

A2

A1

A1 A2

鞍橋 修繕工一般図

断　面　図
S=1:50

側　面　図
S=1:50

平　面　図
S=1:50

Ａ－Ａ

橋　長 

桁　長 

支間長 300 8850 300

9450

9490

20 20

3
07

9
2
00

2
03
3

4
3
8

11
9
77

2
6
9

9
0
91

3
00

9
66
0

G1 G2 G3 G4 G5

300 9816 300

10416

アスファルト舗装 t=50mm

B

B

75
0

6
70

38
0

7
50

橋　長 

桁　長 

支間長 

9450

3008850300

94909490

2020

Ｂ－Ｂ

θ=55°20'

θ=55°20'

舗装撤去工平面図
S=1:100

A2

A1

28102810

アスファルト切断

(t=5cm)L=11.8m

アスファルト切断

(t=5cm)L=14.6m

アスファルト切断

(t=5cm)L=11.3m

アスファルト切断

(t=5cm)L=12.8m

A=31.8m2

アスファルト舗装撤去工

A=25.5m2

アスファルト舗装撤去工

ア
ブ
ミ
川

鞍橋　橋梁修繕工事
工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺 度

会 社 名

図　示 図面番号
葉之内

事務所名 志 　 摩 　 市

5 1

修 繕 工 一 般 図

橋　　格

橋　　長

桁　　長

支 間 長

全 幅 員

有効幅員

斜　　角

上部工形式

設計条件

-

55°20'

単純鋼Ｈ桁橋

9.490m

9.450m

8.850m

10.416m

9.816m

舗　　装

支　　承

橋　　台 重 力 式

直 接 基 礎

下
部

工

基    礎

線 支 承

アスファルト舗装

上
部

工

床　　版 鉄筋コンクリート床版

【鞍橋（市道坂崎鞍線・磯部町坂崎地内）】

令和2年度　第2A1磯001号　道路メンテナンス事業



ガードレール正面図
S=1:50(上流側)

A1A2

A2A1

修繕工詳細図(1)

ガードレール正面図
S=1:50(下流側)

取付けボルト復旧

ビーム用 N=4個

袖ビーム復旧

ガードレール塗装塗替え工

笠木L=9.0m　ビームL=9.3m　支柱=6本

ガードレール撤去設置工

ビームL=11.2m　支柱=6本

笠木L=10.5m

ガードレール塗装塗替え工

セイフティースリーブ

SV-1 相当品 N=1個

取付けボルト復旧

支柱用 N=1個

取付けボルト復旧

ビーム用 N=4個

取付けボルト復旧

笠木用 N=1個

注記 1)：各種修復においては、施工前に詳細調査を行い、施工位置・寸法を確認すること。

 　　　　施工位置・寸法が現状と不適合と判断される場合においては、別途監督員と協議をすること。

　　 2)：各種修復においては、既設鉄筋を切断しないようにすること。

支柱塗装塗替え (φ114.3)

塗装面積　0.84  m2/m

ビーム塗装塗替え

塗装面積　0.269 m2/本

3
50

75
0

L=  9.3m

N= 6本

N= 6本

ビーム

S=1:20

ガードレール塗装塗替え工

上流側

下流側 L= 11.2m 塗装面積　0.84  m2/m

支　柱

上流側

下流側 塗装面積　0.269 m2/本

笠　木

【 撤去 】

S=1:20

ガードレール撤去設置工

3
50

9
0
0

笠木(t=3.2mm)取替え

(w=6.02kg/m)

L= 10.5m下流側

【 設置 】

塗装面積　0.25  m2/mL=  9.0m

笠　木

上流側

笠木 [-150X50X3.2

(Gr-C-2B-5用)

(Gr-C-2B-5用)

(Gr-C-2B-5用)

笠木用 M12×25
取付けボルト復旧

取付けボルト復旧

ビーム用 M16×35

支柱用 M20×145
取付けボルト復旧

取付けボルト 笠木用　 N=1本下流側

ビーム用 N = 4+4 = 8本

支柱用   N =1本

笠　木 L= 10.5m下流側

袖ビーム復旧工
S=1:20

290

290

12010070

セイフティースリーブ

SV-1 相当品

7
0

3
60

A=0.08m2

支承モルタル補修工詳細図
S=1:20

5
0

2
00

50

3
00

50 400 50

500

無収縮モルタル

撤去復旧

5
0

無収縮モルタル

撤去復旧

50 400 50

500

A=0.16m2

1
0
0

2
00

1
0
0

4
00

100 400 100

600

無収縮モルタル

撤去復旧

50

無収縮モルタル

撤去復旧

100 400 100

600

支承モルタル補修工(1)

支承モルタル補修工(2)

480

33
0

断面修復工詳細図

※ 断面修復については修復箇所の周囲にコンクリートカッターを使用すること。

　 なお、コンクリートカッター使用時に鉄筋を切断しないようにすること。

※ 断面損傷部の修復においては、施工前に詳細調査を行い、施工位置・寸法を確認すること。

 　施工位置・寸法が現状と不適合と判断される場合においては、別途監督員と協議をすること。

※ 鉄筋防錆処理について

 　カップワイヤー等で十分に鉄筋をケレンした後、水洗いを行い下地及び鉄筋を清掃する。

 　防錆材は鉄筋に均一に塗布する。

コンクリートはつり取り

鉄筋防錆処理

ポリマーセメント系モルタル

カッター工

断面修復材

L

H

※ ひび割れ部の補修においては、施工前に詳細調査を行い、施工位置・寸法を確認すること。

 　施工位置・寸法が現状と不適合と判断される場合においては、別途監督員と協議をすること。

エポキシ樹脂にて接着

エポキシ樹脂注入剤充填

（300mm Pich）

ひび割れ注入用インジェクター

50程
度

ひび割れ

注入座金

※ シール厚さは、約3mm程度とする。

ひびわれシール　t=3mm

座金間隔　約300mm

ひび割れ

ひび割れ補修工詳細図

樹脂注入口

(ひび割れ注入工)

鞍橋　橋梁修繕工事
工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺 度

会 社 名

図　示 図面番号
葉之内

事務所名 志 　 摩 　 市

5 2

修繕工詳細図(1)

【鞍橋（市道坂崎鞍線・磯部町坂崎地内）】

令和2年度　第2A1磯001号　道路メンテナンス事業



A2

A1

平　面　図
S=1:50

ア
ブ
ミ
川

55-20-00

A2

A1

平　面　図
S=1:50

(床版下面) (沓座面橋台)

θ=55°20' θ=55°20'

G5

G1

G2

G3

G4

G5

G1

G2

G3

G4

G1枝

G5

G1

G2

G3

G4

G5

G1

G2

G3

G4

G1枝

ア
ブ
ミ
川

修繕工詳細図(2)

G1G2G3G4G5 G1 G2 G3 G4 G5G1枝

A1橋台正面図
S=1:50

327 11117 364

11808

532 1215 12262 373

14382

B100×L200×H50

B400×L130×H30
下部工断面修復工

下部工断面修復工

W=0.5mm L=0.7m

下部工ひび割れ補修工
10 1

11

A2橋台正面図
S=1:50
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24
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×
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H-600×200×11×17 L=9060
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×
9×
13

L=
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70
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2
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×
9
0
×
9
×
1
3

L=
2
13
0

H-600×200×11×17L=9450

H-600×200×11×17L=9450

H-600×200×11×17L=9450

H-600×200×11×17L=9450
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2
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×
9
0
×
9
×
1
3

L
=
21
3
0

[
-
25
0
×
9
0×
9×
13

L
=
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3
0

[
-
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0
×
9
0×
9×
13

L
=2
1
30

[-
25
0×
90
×
9×
13

L=
22
30

排水管補修工

B200×L200×H30

床版断面修復工
1

B400×L200×H50

床版断面修復工
2

B300×L130×H30

床版断面修復工
3

B300×L300×H30

床版断面修復工
4

B700×L300×H50

床版断面修復工
5

B100×L100×H30

床版断面修復工
6

B200×L300×H30

床版断面修復工
7

B100×L100×H30

床版断面修復工
8

B100×L3200×H30

床版断面修復工
9

B300×L200×H30

支承モルタル補修工(1)

下部工断面修復工
12

支承モルタル補修工(1)

支承モルタル補修工(1)

支承モルタル補修工(2)

支承モルタル補修工(2)

支承モルタル補修工(2)

支承モルタル補修工(2)

支承モルタル補修工(2)

排水管補修工

注記 1)：各種修復においては、施工前に詳細調査を行い、施工位置・寸法を確認すること。

 　　　　施工位置・寸法が現状と不適合と判断される場合においては、別途監督員と協議をすること。

　　 2)：各種修復においては、既設鉄筋を切断しないようにすること。

W=0.5mm L=0.6m

下部工ひび割れ補修工
2

上
部
工
塗
装
塗
替
え
工
　
A=
12
5.
0m
2

鞍橋　橋梁修繕工事
工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺 度

会 社 名

図　示 図面番号
葉之内

事務所名 志 　 摩 　 市
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修繕工詳細図(2)

【鞍橋（市道坂崎鞍線・磯部町坂崎地内）】

令和2年度　第2A1磯001号　道路メンテナンス事業



伸縮目地設置工詳細図

633 13669 373

14675

G5G4G3G2G1G1枝

100 13542 100

116 44@300=13200

(13924)

(13651)

(14930)

(44@300=13200)(225)

A2橋台側

G5G4G3G2G1G1枝

532 13657 373

14562

13311 100

43@300=12900 242

(13438)

(13384)

(14343)

(43@300=12900)(242)

A2上部工側

G1G2G3G4G5

G1G2G3G4G5

327 11053 364

11744

100 10853 100

35@300=10500 137

(11131)

(10931)

(11822)

(35@300=10500)(216)

216

327 11049 364

11740

100 10849 100

35@300=10500 174

(10958)

(10758)

(11649)

(35@300=10500)(175)

175

(215)

(83)

169

(242)

146100

A1上部工側

A1橋台側

断 面 図
S=1:30

修繕工詳細図(3)

( )内寸法は、背面側の値を示す。

( )内寸法は、背面側の値を示す。

( )内寸法は、背面側の値を示す。

( )内寸法は、背面側の値を示す。

S=1:5

226

D13×45
H1

D13×8000+5721
H3-3D13×45

H1

(D13×8000+5794)

D13×10853D13×45H1

(D13×10931)

D13×10849D13×45
H1

(D13×10758)

H3-4

D13×8000+5952
H3-1

(D13×8000+6061)H3-2

410

410

H2-3

H2-4

H2-1

H2-2

撤去時

設置時

伸縮継手(SUS304)

コンクリート

24-12-25H

H1 D13

打込み式アンカー M12

削　　孔　(φ18×58)

上部工側橋台側

上部工側橋台側

注入式目地材 A=0.001m2

シリコーン#70相当品

45

2
0

150 100 20 100 100 100

鉄
筋
長

100

アスファルト舗装撤去

350 20 300

2
5
2
5

50

2
5
2
5

50

橋台部断面図

50

D13
H2-4D13H2-3

D13H3-4
D13

H3-3

H2-1 D13

H3-1 D13

H2-2 D13

H3-2 D13

アスファルト撤去 2810

R
=
10

30 20 30

1
0

1
5

25

伸縮目地加工図
S=1:2

PL 121.4×0.8×13657(SUS)　：A2橋台
PL 121.4×0.8×11049(SUS)　：A1橋台

鞍橋　橋梁修繕工事
工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺 度

会 社 名

図　示 図面番号
葉之内

事務所名 志 　 摩 　 市
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修繕工詳細図(3)

【鞍橋（市道坂崎鞍線・磯部町坂崎地内）】

令和2年度　第2A1磯001号　道路メンテナンス事業



鞍橋　橋梁修繕工事
工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺 度

会 社 名

図　示 図面番号
葉之内

事務所名 志 　 摩 　 市
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修繕工詳細図(4)

1

2

3

4

5

塗装工程

下地処理

脱脂洗浄

素地調整

下塗り

中塗り

2種ケレン

脱脂洗浄剤

下地処理剤

錆転換型特殊エポキシ樹脂系下塗り塗料

使用量 塗膜厚さ

0.03kg/㎡

0.15kg/㎡

0.14kg/㎡

－

－

70μｍ

30μｍ

0.1kg/㎡

仕　　様

塗装塗替工詳細図

6

上塗り 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗 0.12kg/㎡ 25μｍ

塗膜除去 塗膜剥離剤 0.5kg/㎡・回

7

【鞍橋（市道坂崎鞍線・磯部町坂崎地内）】

S=1:10

排水管補修工詳細図

排水管撤去図

A1橋台側 A2橋台側

排水管補修工

修繕工詳細図(4)

S=1:10

排水管取付金具

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料中塗

令和2年度　第2A1磯001号　道路メンテナンス事業

素地付着塩分測定　50㎎/㎡未満を確認　

準備工・養生

※50㎎/㎡以上あれば水洗いによる塩分除去

素地調整　2種ケレン

※鉄部露出部のみ塗布　耐候性鋼の場合は0.06㎏/㎡

※支承、耐候性鋼の場合は0.25㎏/㎡

施工フローチャート

脱脂洗浄工　脱脂洗浄剤　0.1㎏/㎡

下塗り工　錆転換型特殊エポキシ樹脂系下塗り塗料　0.15㎏/㎡

下地処理工　下地処理剤　0.03㎏/㎡

上塗り工　弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗(はけ・ローラー)　0.12㎏/㎡

片付け

完了

①　仕様評価

※鋼道路橋防食便覧に則り公的機関（第三者機関）の手による（試験片作成～評価まで）

耐久性が明らかな他の防食法（従来工法）との比較試験（複合サイクル及びCASS試験）

の報告書を提出する事。

◎鋼道路橋防食便覧参照（左頁）

※中塗、上塗についてはJIS規格の製品を用いる事とする。

尚、中塗との密着評価については密着性証明を提出する事。

塗膜剥離剤塗布

塗膜除去

②　塗膜除去

※1 塗膜剥離剤は、既存塗膜調査・剥離試験を行い適用可否を確認すること。

※2 塗膜剥離剤1回塗布で塗膜が除去できない場合は、複数回施工により塗膜除去を行うこと。

１.鋼材は亜鉛メッキとする。

 　なお、タップボルトは亜鉛メッキ仕様とする。

注記

1-PL 100×4.5×608(SS400)

1-PL 100×6×408(SS400)

1-PL 100×6×200(SS400)

1箇所当り

6-BNW　M12×40(SS400)

    付着量は､JIS H8641 HDZ55とする。

    なお、ボルト･ナット類は亜鉛メッキ仕様とする。

 注) 取付金具は､溶融亜鉛メッキを施すものとする。

注記 1)：各種修復においては、施工前に詳細調査を行い、施工位置・寸法を確認すること。

 　　　　施工位置・寸法が現状と不適合と判断される場合においては、別途監督員と協議をすること。

　　 2)：各種修復においては、既設鉄筋を切断しないようにすること。

中塗り工　弱溶剤形ふっ素樹脂塗料中塗(はけ・ローラー)　0.14㎏/㎡

上塗り　弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗(はけ・ローラー)　0.12㎏/㎡

素地調整　2種ケレン（塗膜剥離剤）

下塗り　錆転換型特殊エポキシ樹脂系下塗り塗料　0.15㎏/㎡　

下地処理　下地処理剤　0.03㎏/㎡　※鉄部含浸の為、膜厚無し

脱脂洗浄　脱脂洗浄剤　0.1㎏/㎡

既設排水管

100A(SGP)

ガス切断位置

排水管撤去

100A(SGP)

ガス切断位置

排水管撤去

100A(SGP)

タップボルト

4- M10×25

塩ビ管

VPφ125

既設排水管

100A(SGP)

M12x40(2-W付)

4-14φ孔

M12x40(2-W付)
プレート側 2-14x30長孔

バンド側 2-14φ孔　

取付金具

中塗り　弱溶剤形ふっ素樹脂塗料中塗(はけ・ローラー)　0.14㎏/㎡
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仮設足場工 参考図

断　面　図
S=1:50
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シート張 シート張

剥離剤用養生シート（※）

鞍橋　橋梁修繕工事
工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺 度

会 社 名

図　示 図面番号
葉之内

事務所名 志 　 摩 　 市

- -

仮設足場工 参考図

【鞍橋（市道坂崎鞍線・磯部町坂崎地内）】

令和2年度　第2A1磯001号　道路メンテナンス事業
※）剥離剤養生シートは、剥離剤による塗膜除去作業時に設置する。

足場チェーン 防炎シート

安全ネット ころばし 足場板

全面吊足場

全面吊足場
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